
（ただし、ＷＩＦＩ環境が必要です。） 

 

 

 

 

 

卒業証書授与式・修了式 

３月１８日（水）には、おかげをもちまして第７2回 

卒業証書授与式を盛大に挙行することができました。 

卒業生と在校生がお互いに思い出や感謝の言葉を

述べ、今年も心に残る卒業証書授与式となりました。 

さて、このたびの人事異動で、本日児童に配布しま

した「教職員人事異動のお知らせ」のとおり、４名の職

員が退職、転出いたします。皆様には本当によくしてい

ただきありがとうございました。 

令和７年度も、皆様には、本校の教育活動に対しま

して、いつもあたたかいご支援・ご協力をいただきまし

たことありがとうございました。以下に、令和７年度修了式の代表児童の発表を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月２４日（火） 

長崎市立川原小学校 

校長 神 田  学 
第 22号 
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私
は
、
こ
の
一
年
間
で
多
く
の
思
い
出
と
学
び
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
運
動
会
で
す
。
私
は
「
魂
叫
び
」
が
楽
し
み
で
、
何

か
月
も
前
か
ら
家
や
学
校
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
音
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
る
と

こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
特
に
気
を
付
け
ま
し
た
。
四
・
五
・
六
年
の
み
ん
な
で
心
を

一
つ
に
し
て
頑
張
れ
た
達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

宿
泊
学
習
も
わ
す
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
み
ん
な
で
作
業
の
分
担
を
し
て
、
お
い

し
い
カ
レ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。
私
は
、
お
米
を
炊
く
係
で
、
ま
き
の
入
れ
方
や
タ
イ
ミ

ン
グ
が
大
事
と
知
り
、
気
を
付
け
な
が
ら
お
米
を
炊
き
ま
し
た
。「
は
ん
ご
う
」
か
ら
ブ
ク

ブ
ク
と
何
か
出
て
き
て
、「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
思
っ
た
け
ど
、
お
い
し
い
ご
飯
が
炊
き
あ

が
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
森
の

中
を
た
く
さ
ん
歩
き
ま
し
た
。
協
力
し
て
数
字
を
探
し
た
り
、
時
間
内
に
戻
っ
て
く
る
条

件
を
ク
リ
ア
し
た
り
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
宿
泊
学
習
で

は
、
友
達
と
協
力
し
て
活
動
し
た
り
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
自
然
の
中

で
の
学
び
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

四
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
最
高
学
年
の
六
年
生
で
す
。 

 

み
ん
な
を
ま
と
め
た
り
、
挨
拶
を
進
ん
で
し
た
り 

す
る
な
ど
、
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
自
分
に 

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
、
下
級
生
の
お
手
本 

と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
勉
強
や
運
動
に
も
一
層
励
み
、
六
年
生
と 

し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 



 

 

修了式の校長のことば 

 

1年生がプール横に植えたチューリップがずいぶん大きくなりました。春の訪れを感じる今日この頃です。 

今、皆さんに、修了証書を手渡しました。修了証書は、皆さんが、この１年間の学びを終え、学年を修了する

という証（あかし）です。皆さん、今年もよく頑張りましたね。修了おめでとうございます。 

さて、今日という日は、皆さんの人生における大きな「節目」です。よく節目という言葉を聞きますが、節とは

竹の「この部分」（実際に見せながら）のことです。竹には「節（ふし）」があります。あの節があるからこそ、竹

は強い風に吹かれてもしなやかに曲がり、折れずにまっすぐ高く伸びることができるのです。皆さんは今日、

今の学年という一つの節を作り終えました。 

150 年前、この学校が始まったばかりの時にも、今の皆さんと同じように、一生懸命に学び、友達と笑い合

い、時には涙を流した子どもたちがいたことと思います。その一人ひとりが、次の世代へ「バトン」を繋いでき

たからこそ、今のこの学校があります。そして今年、「150 年目のバトン」を握ったのは、ここにいる皆さんです。 

聞いていると思いますが、名札の役割は今年で終わりました。４月からは名札をつけずに生活します。今日

が名札をつける最後の日、名札記念日となりました。川原小学校の名札の歴史が終わる日にもなりました。 

４月からは川原小は何年目になりますか。１５１年目になります。明日からの春休みは、次の 151 年目へと

踏み出すための準備期間です。川原小を竹に例えると、１５０の節目がある竹です。150年続いてきたこの学

校の伝統を、さらに素晴らしいものにしていくのは皆さん自身です。少ない人数だからこそチームワークが大

事です。力を合わせないと乗り越えられるものも乗り越えられません。 

4月の始業式、一回り大きく成長した皆さんと、新しい歴史の 1ページを書き始めるのを楽しみにしていま

す。そして来年も立派な節目を一緒につくっていきましょう。 

節がしっかりしていないと折れずにまっすぐ伸びることができません。１５１年目のしっかりした節をつくるた

めに、特に、今の５年生が最高学年の６年生となった時の存在を校長先生は頼りにしています。まずは、６年

生が結束し力を合わせて川原小をひっぱっていってください。皆さんのリーダーシップを期待しています。 

最後になります。４月からは、今の２年生と３年生が、３・４年となり、引き続き一緒の学級になります。また、

今の４年生と５年生が、５・６年となり、引き続き一緒の学級となることをあらためてお知らせします。そして、１

年生は、今度入学してくる１年生と、１・２年となり、一緒の学級になります。さあ、いよいよ４月から、皆さんは、

１つ上の学年に進級します。新しい学年でも頑張ってくれることを期待しています。 


